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出

| 生
そ ー

皇考
み
を
中

と
し
て

要

益三，
日

「
子
供
が
生
ま
れ
る
」

と
い
う
意
味
の
「
出
生
」

の
語
は 、

現
在 、

「
シ
ュ
ツ
シ
ョ
l

」

と
「
シ
ユ
ツ
セ
i

」

の
二
通
り
の
語
形
が
適
用

し
て
い
る 。

音
声
上
の 、

い
わ
ゆ
る
漢
字
音
に
か
か
わ
る
「
ゆ
れ
」

の
語
の
一
つ
で
あ
る 。

本
一仙
は 、
「
出
生」

の
読
み
に
つ
い
て
考
察
す
る
ζ
と
が
主
た
る

目
的
で
あ
る
が 、

最
初
に
「
出
生
」

と
い
う
漢
語
の

、

-

中
国
の
古
典 、

淡
訳
仏
典 、

日
本
の
古
典
に
お
け
る
そ
れ
ぞ

れ
の
意
味
・

用
法

に
つ
い
て
概
観
す
る 。

そ
の
と
と
が
読
み
と
関
連
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る 。

続
い
て 、
「
出
生
」

の
読
み
に
関
す
る 、

-

国
語
辞
典
に
お
け
る
扱
い

-
一
戸
籍
実
務
の
面
で
の
扱
い

.
放
送
に
お
け
る
扱
い

・
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
見
る
笑
態

の
諸
点
に
つ
い
て
報
告
し 、

更
に 、

以
上
を
踏
ま
え
て
若
干
の
分
析
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木

秀

次

村

を
行
う
も
の
で
あ
る 。

一
、

各
文
献
に
お
け
る
意
味
・

用
法
の
概
略

最
初
に 、
「
出
生
」

の
語
が 、

中
国
の
古
典 、

漢
訳
仏
典 、

日
本
の
古
典
に

お
い
て 、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
概
観
し
て
お

き
た
い
(
紙
幅
の
関
係
も
あ
り 、

用
例
は
最
小
限
に
と
ど
め
る)
。

-

中
国
の
古
典
の
場
合

漢
籍
に
お
い
て 、

最
も
古
い
「
出
生」

の
用
例
は 、
「
出
生
入
死
」

の
形
で 、

『
老
子
』

の
第
五
十
章
に
見
ら
れ
る
次
の
も
の
で
あ
る 。

出
生
入
死 、

生
之
徒
十
有
L
ニ 、

死
之
徒
十
有
ら一 。

し
か
し 、

乙
の
「
出
生
」

に
つ
い
て
は 、

戦
国
時
代
の
『
斡
非
子』
(
紀
元

前
三
世
紀)

は 、
「
始ユ
於
生-
」
(
生
に
〈
あ
る
い
は 、

生
よ
り
〉
始
ま
る)

と

解
き
(
「
解
老
」

鰐)
、

最
も
権
威
あ
る
注
と
し
て
継
承
さ
れ
る
王
弼
の
『
老
子

注
』
(
三
世
紀)

は 、
「
出--
生
地司
」
(
生
地
を
出
づ)

の
窓
味
と
す
る 。

つ
ま
り 、

い
ず
れ
の
解
釈
に
よ
っ

て
も 、

現
在
我
々
が
用
い
る
「
出
生
」

に
直
ち
に
つ
な

が
る
も
の
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る 。

『
大
漢
和
辞
典J』(
大
修
館
舎
庖)

に
は 、
「
出
生」
(
読
み
は
「
シ
ユ
ツ
セ
イ
」



「出生J考

と
す
る)
の
項に 、
次
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。

-
殺レ
身
山山レ
生
以
街レ
之、
固
有レ
士
若レ
此、
則
可レ
謂レ
有レ
人。
(「
呂
覧」

忠
康)

・
山
無ニ
草
木一
日レ
配。
配、
蛇
也。
無レ
所ニ
山山
生-
也。
(「
釈
名」
釈
山)

とこ
ろ
が 、
『
呂
覧』(
紀
元
前
三
世
紀)
の
場
合の
「
出
生」
は 、
「
生
命
を

投
げ
出
す」
と
い
う
意
味
を
持つ
も
の
で
あ
り 、
『
釈
名』
(三
世
紀)
の
場
合

は 、
人
聞
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
く 、
『
大
漢
和
辞
典』
は
「
産
出
す
る」

の
意
味で
あ
る
と
す
る 。

以
上
の
二
例
も 、
や
は
り
現
在
日
本
で
用
い
る
「
出
生」
と
は
異
な
る
も
の

と
い
え
る 。

清
朝
の
『
侃
文
韻
府』
は 、
「
出
生」
の
用
例
と
し
て 、
先
の
『
老
子』
に

拠っ
た
と
恩
わ
れ
る 、
溶
岳
(三
世
紀)
の
「
秋
興
賦」
の一
節 、

彼
知レ
安
市
忘レ
危
今 、
故
出
生
而
入
死 。

を
載
せ
る
だ
け
で
あ
り 、
事
実 、
広
く
諸
文
献
を
調
査
し
て
み
て
も 、
出
生

の
語
を
見
出
す乙
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る 。
ま
た 、
牛
島
徳
次
博
士
の
書
簡
で

の
お
教
え
に
よ
る
と 、
「
出
生」
の
語
は
「
旧
白
話
小
，説
に
も
見
え
な
い
も
の

の
よ
う
で
あ
る」
と
の
こ
と
で
あ
る 。

現
代に
入っ
て 、
千
九
百
年
代
初
期
の
代
表
的
な
辞
書
で
あ
る
『
辞
源』(
民

国

四

年
、

一

九
一

五

年
)

は

「

出

生
」

の

語

を

収

め

な

い
。

民

国

十

八

年

(
一

九

二

九

年
)

公

布

の

「

民

法
」

に

「

人

之

権

利

能

力
、

始

於

出

生
、

終

於

死

亡 。」
(
第
六
条)
と
し
て 、
「
出
生」
の
語
が
表
れ 、
ま
た 、
民
国二
十
年
公

布
の
「
戸
籍
法」
に
「
出
生
登
記」
(日
本の
「
出
生
届」
に
当
た
る)
の
語

が
見
ら
れ
る
が 、
当
時 、
J
Et
s円0 .w
は 、
「
産
育
率」
「
生
殖
率」
あ
る
い

は
「
生
産
率」
と
訳
さ
れ
て
お
り 、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
「
出
生
率」
と
い

う
訳
語
は
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い 。
中
国
に
お
い
て
は 、
「
出
生」
は
長
い
時

代に
わ
たっ
て一
般
的
な
語
で
は
な
かっ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る 。

現
在の
中
国
で
は 、
「
子
供
が
生
ま
れ
る」
と
い
う
意
味
で 、
「
出
生」
の
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が 、
そ
れ
は
多
分に
書
面
用
語
の
感
じ
の
強
い
も
の
で
あ

る 。
古
典
の
諸
作口聞
に
お
い
て
も 、
現
在の
口
頭
語
に
お
い
て
も 、
中
国
で

は 、
「
子
供
が
生
ま
れ
る」
と
い
う
場
合 、
「
生」
一
字
で
表
さ
れ
ると
と
が一

般
的
で
あ
る 。

2

漢
訳
仏
典
の
場
合

漢
訳
仏
典
(
撰
述
さ
れ
た
漢
文
経
典
も
含
む)
に
は 、
「
出
生」
の
語
は
多

く
見
ら
れ
る 。

大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会一編
『
大
正
新
情
大
蔵
経
索
引』
に
よ
れ
ば 、
既
刊

の
二
十
九
巻
内
に 、
単
独
の
「
出
生」
と
「
出
生」
を
含
む
複
合
語・
成
匂
の

用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
は
三
百
箇
所
を
上
回
る 。
そ
れ
ら
の
う
ち 、
主
要
な
意

味・
用
法
と
恩
わ
れ
る
も
の
に
し
ぼっ
て
二 、
三
の
例
を
挙
げ
る
と 、
次
の
よ

う
で
あ
る
(
便
宜
上 、
訓
点
を
施
す) 。

ノ

ハ

リ
テ

ニ

ス

一
切
善
楽、
依-
二ニ
宝一
出
生。(
仏
駄
践
陀
羅・
法
顕
訳
「
摩
詞
僧
紙

律」
巻
三
十一
ニ
)

ユ

ヲ
ν

ヲ

よ
タ

チ

ス

春
陽
月
天
降-
二時
雨-、
樹
木
校
条
而
便
出
生
。
(
菩
提
流
志
訳

「
大
宝
積
経」
巻
五
十
五)

ユ

リ
テ

ハ

U
ヲ

ニ

、

ヲ

時
有-一
人
天
「

或

見
三
菩
薩
在一-
兜
率
天一
、

或

見
ニ
命
終
「

或

見
ニ

処

胎一
、

或

見
ニ

出

生
一
、

:
:
:
(

仏

駄

政

陀

羅

訳

「

大

方

広

仏

筆

厳

経
」

巻

四

十

二
)

三

十

八
ノ

七

日
、

(

中

略
)

能
タ

令
一

其
ノ

身
ヲ
ジ
テ

頭
ハ

向

寸

於

下
一
、

長
タ

伸
一

両
替-
漸
欲命
山山
生よ。
(茸口
提
流
志
訳
「
大
宝
積
経」
巻
五
十
五)

ノ

ハ

ニ

フ

ニ

リ

メ
ノ

届

伸
・

術

仰
・

視

胸
・

哨

息

苦

常

随
レ

身
。

従
ニ

初

受

胎

出

生
­

ル
マ
デ

ニ

シ

ル
コ
ト

至レ
死
、
無レ
有ニ
楽
時→
(
鳩
摩
羅
汁
訳
「
大
智
度
論」
巻
十
九)
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ノ

ハ

ノ

ナ
リ

ノ

ノ

Z
Y
テ

ス

此
大
乗
経
典
諸
仏
宝
蔵 。
十
方
三
世
諸
仏
眼
目 、
出ニl
生
三

世
諸
如
来
種
、
(
曇
無
密
多
訳
「
仏
説
観
音
賢
菩
薩
行
法
経」)

ノ

ノ
あ
ら
ゆ
る

は

テ

ユ

そ

ナ
リ

此
弥
薩
羅
国
所レ
有
焚士山
居
士
者 、
党
志
焚
摩
於ν
彼
最
第一 。

謂
出
生
故 。
(
担
曇
僧
伽
提
婆
訳
「中
阿
合
経」
巻
四
十一
八
党
摩

経
〉)

用
例1
の
「
出
生」
は 、
「
善
楽」
が
「
生
じ
る 、
わ
き
出
る」
と
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
が 、
同
意
の
も
の
と
し
て 、
他に
「
善
法」
「
智
恵」
「清
浄
(の

悟
り)」
「
大
力」
な
ど
が
「
出
生」
す
る
と
いっ
た
用
例
も
見
ら
れ
る 。
2
は

「
芽
生
え
る 、
芽
ぷ
く」
と
解
さ
れ
る 。
「
火
が
生
じ
る
(
発
火
す
る
と
場
合

に
も
「
出
生」
の
語
を
用
い
た
例
が
あ
り 、
「
出
生」
の
語
は 、
有
形
無
形
に

か
か
わ
ら
ず 、
広
く
い
ろ
い
ろ
な
現
象・
事
物
が
現
れ
出
る
場
合に
用
い
ら
れ

て
い
る 。

用
例3
は 、
仏
が
「
前
生
か
ら
今
生
に
出
生
す
る
乙
と」
で 、
八
相
成
道
中

の
「
出
胎」
(
あ
る
い
は
「
降
誕」)
と
同
義で
あ
る 。
4
の
例
文
は 、
誕
生
間

近
の
胎
児
の
動
き
を
述べ
る
もの
で
あ
る
が 、
乙
の
場
合の
「
出
生」
は 、
人

が
「(
母の
胎
内
か
ら)

現
れ
出
る
乙
と」
の
意
味
を
表
し 、
用
例
5
の
「
出

生」
は 、
人
が
「
生
ま
れ
(
出)
ると
と」
の
意
味
が一
一周
濃
厚で
あっ
て 、

「
誕
生」
と
置
き
か
え
る乙
と
が
で
き
る 。
現
在
我々
の
用
い
る
「
出
生」
と

同一
の
内
容
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

以
上
が
すべ
て
自
動
詞
的
な
用
法で
あ
る
の
に
対
し
て 、
用
例6
は
「
生
み

出
す」
と
い
う
他
動
罰
的
な
意
味
を
持つ
・も
の
で
あ
る 。
乙
う
し
た
窓
味
に
用

い
ら
れ
た
「
出
生」
は 、
淡
訳
仏
典
に
比
較
的
多
く

見
ら
れ
る 。

用
例7
は 、
党
摩バ
ラモ
ン
が 、
すべ
て
のバ
ラ
モ
ン
居
土
中 、
「
出
生」

の
点で
第一
で
あ
ると
と
を
述べ
る
もの
で
あ
る
が 、
乙
の
場
合
の
「
出
生」

は 、
「
生
ま
れ
た
境
遇 、
家
柄」
の
意
味
を
表
す 。

6 7 

以
上
見
たよ
う
に 、
漢
訳
仏
典に
お
い
て 、
「
出
生」
の
語
は
か
な
り
多
様

の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

とと
ろ
で 、
中
国
で
は 、
格
義
仏
教
期 、
仏
典
を
翻
訳
す
る
に
当
たっ
て 、

近
似
訳
と
し
て
道
家
を
代
表
す
る
『
老
子』
『
荘
子』
中の
用
語
が
多
く
活
用

さ
れ
た 。
仏
典
に
お
い
て 、
広
く 、
「
生
み
出
す」
「
生
じ
る」
「
生
ま
れ
(出)

る」
な
ど
の
窓
の
漢
語
訳
と
し
て
「
出
生」
の
語
が
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
る

が 、
そ
れ
は
恐
ら
く

翻
訳
の
際
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
語
で
は
な
く
し

て 、
乙

の
場
合
も 、
先
に
挙
げた
『
老
子』
五
十
章
中の
「
出
生
入
死」
の
「
出
生」

注
ー

に
求
め 、
そ
れ
を
利
用
し
た
可
能
性
が
強い
もの
と
考
え
ら
れ
る 。

3

日
本
の
古
典
の
場
合

代
表
的
な
法
語
集
の一
つ
で
あ
る 、
道
元
の
『
正
法
眼
蔵』
に 、
「
出
生」

の
語
が
見
ら
れ
る
が 、
そ
れ
は 、

・
神
通・
知
識
を
「
生
み
出
す」
(
巻二
十
五・
五
十二)

・
星
火
(
星の
締
き)
が
「
生
じ
る」
(巻
三
十
四)

-
人
が
「
生
ま
れ
(出)
る」
(
巻二
十三)

の
三つ
の
場
合
に
分
け
ら
れ
る
(
巻
次
は 、
岩
波
文
庫
本に
よ
る) 。

法
語
以
外
の
古
典
に
も
「
出
生」
の
語
は
散
見
し 、

主
要な
用
例
に
し
ぼ
る

注
2

と 、
次
の
よ
う
で
あ
る 。

日
本乙
ん
ぽ
ん
の
か
み
を
う
み 、
は
ん
もつ
を
し
ゆっ
し
ゃ
う
し
た
ま

ふ
は
し
め
と
な
る
問 、
根
と
い
ふ
な
り 。
(「玉
伝
神
秘」)

そ
も
そ
も

抑 、
此
芸
態
に
皮
肉
骨
の
在
所
を
さh
ば 、
まづ
下
地
の
生
得の
あ

り
て 、
を
の
づ
か
ら

上
手
に
出
生
し
た
る
瑞
力
の
見
所
を
骨と
や
申べ

き 。
(
世
阿
弥
元
前
「
至
花
道」
皮
肉
骨の
事)

は
か
せ
申
ゃ
う 、
是は
お
な
じゃ
な
ひ
に 、
し
ゆっ
し
ゃ
う
の
し
れぬ

女
有 、
其
女
の
わ
ざ
な
り
と
申
す 。
(御
伽
草
子
「
雪
女
物
語」)
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「出生」考

さ
れ
ど
も
よ
ろ
し
き
所へ
出
生
し
て 、
風
流
な
る
出
立 、
:::

(
井
原

西
鶴
「
好
色
一

代
女
」

巻
四
・

身
替
長
枕)

陰
陽
師
に
占せ
候へ
ば 、
「
出
生
の
子
は
男
に
て 、
い
と
貨
か
る
べ
け

れ
ど 、
年
は
十
に
満
ず
し
て 、
検
死
す
べ
き
も
の
也」
と
て 、
:::

(
滝
沢
馬
琴
「
格
説
弓
張
月
」

残
篇
巻
四
・

第
十
六
回)

下
女
か
ら
直っ
た 、
お
好
が
腹
よ
り
出
生
せ
ら
れ
た
お
踏
殿 。
(
為
永

春
水
「
貞
操
婦
女
八
賢
誌
」

初
輯
巻
一
・

第
二
回)

キ
リシ
タン
文
献
中
の
用
例
の一
つ
と
し
て 、

7
ωoロO可ロ
uzwEm凶
ρqoA-
S22E回
り叩己目
可Oロ
HHHHH印
Hr--::(ロ

1
7
字
本
「
コ
ン
テ
ム
ツ
ス
・
ム
ン
ヂ
」

巻一
ニ)

用
例1
の
出
典
『
玉
伝
深
秘』
は 、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
品
か
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が 、
乙
の
場
合
の
「
出
生」
は 、
は
ん
もつ
(
万
物)
を
「
生
み
出

す」
の
意
味
と
解
さ
れ
る 。

用
例2
の
「
出
生」
は 、
瑞
力
が
「
生
じ
る 、
現
出
す
る」
と
い
うと
と
で

あ
り 、
他
に 、
有
形
の 、
国
土
世
界
(
謡
曲
「
淡
路」) 、
山
海
万
物
(
謡
曲

「
氷
室
」)

、

雑
(
狂
言
「
禁
野」)

、

大
和
州
(
古
本
「
下
学
集
」
・

「
節
用
集
」

の
「
野
馬
台」
の
注
記)
な
ど
が
「
出
生」
す
る
と
いっ
た
例
も
あ
る 。

用
例3
の
「
出
生」
は 、
「
生
ま
れ
た
土
地・
境
遇 、
氏
素
姓」
の
窓
味
を

表
す 。
同
例
は 、
謡
曲
「
殺
生
石」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る 。

そ
れ
以
外
の
用
例4
か
ら7
ま
で
の
「
出
生」
は 、
多
少のニ
ュ
ア
ン
ス
の

違
い
は
あ
る
もの
の 、
すべ
て
人
間
の
場
合
で 、「
生
ま
れ
る」
あ
る
い
は
「
誕

生」
の
意
味
あ
い
の
も
の
と
し
て
よ
い 。
乙
の
意
味
で
の
「
出
生」
は 、
他
に

も 、
謡
曲
の
「一
角
仙
人」・「
天
鼓」 、
近
松
門
左
衛
門『
用
明
天
皇
職
人
鑑』 、

『
サ
ン
ト

ス
の
御
作
業』
な
ど
に
も
見
出
すζ
と
が
で
き
る 。

以
上
の
諸
例
か
ら 、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る 。
日
本
の
古
典
に
お
け
る

4 5 6 

「
出
生」
の
意
味・
用
法
は 、
渓
訳
仏
典の
そ
れ
と
重
な
り 、
人
聞の
場
合
も

含
め
て 、
広
く

諸
物
や
諸
現
象
に
つ
い
て 、
「生
み
出
す」
「
生
じ
る 、
現
れ
出

る」
の
意
味に
用
い
ら
れ
た
が 、
や
が
て
(そ
の
時
期
を
明
ら
か
に
し
得
な
い

が 、
恐
ら
く
江
戸
初
期
頃
か
ら) 、
「
生
ま
れ
た
境
遇・
土
地」
と
と
も
に
「
生

ま
れ
る 、
誕
生
(
す
る
と
が
中
心
的
な
意
味
と
し
て 、
人
間
の
場
合
に
限
定

さ
れ
る
よ
う
に
なっ
て
いっ
た 。

読
み
に
関
し
て
は 、
用
例1
は
神
宮
文
庫
蔵
本
(
元
禄
年
間
写)
に 、
3
は

宜
文
五
年
板
本に 、
そ
れ
ぞ
れ
仮
名
書き
で
「
し
ゆっ
し
ゃ
う」
と
あ
り 、
7

はロ
ーマ

字
書き
で 、

2HEHMnq w
と
あっ
て
明
ら
か
で
あ
る 。
2
は
金
春
本

(
室
町
中
期
写)
に 、
6
は
天
保
五
年
刊
本に
「
し
ゆっ
し
ゃ
う」 、
5
は
文
化

八
年
刊
本
に
「
し
ゆっ
せ
う」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る 。

ニ 、
国
語
辞
典
に
お
け
る
読
み

主
と
し
て 、
古
辞
書
と
国
語
辞
典
に
お
け
る
「
出
生」
の
読
み
に
つ
い
て
触

れ
た
い 。

古
本
『
下
学
集』
の
諸
本に
は 、
標
出
語
に
「
出
生」
の
語
は
見
出
さ
れ
な

い
が 、
『
易
林
本
節
用
集』
(
言
辞
門) 、
『
文
明本
節
用
集』
(
態
芸
門) 、
若
耶

三
胤
子
編
『
合
類
節
用
集』
(
言
語
部) 、
恵
空
編
『
節
用
集
大
全』(
言
辞
門) 、

棋
島
昭
武
編
『
書
言
字
考
節
用
集』
(言
辞
門)
の
『
節
用
集』
諸
本 、
ま
た 、

『
増
補
下
学
集』
(
態
芸
門)
に
「
出
生」
の
語
が
収
め
ら
れ
て
お
り 、
読
み
は

すべ
て
「
シユ
ツ
シ
ヤ
ウ」
と
す
る 。

意
味
は 、
『
苦
言
字
考
節
用
集』
に
「
又
言
出
産」
の
注
記
が
あ
る 。
他
の

辞
書
に
は
意
味
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が 、
『
苦
言
字
考
節
用
集』
の
注
記
と
先

に
見
た
古
典で
の
用
例
か
ら
推
測
し
て 、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
「
出
生」

に
当
た
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う 。

31 



キ
リシ
タン
文献の
う
ち 、
『
羅
葡
日
対訳
辞
書』
(一
五
九
五
年)
に
は 、

唱え3

2
MPHHB =
(
出
生)
は 、
十
六
語
の
対
訳
中
に
見
ら
れ
る
が 、
そ
れ
ら

十
六
語

の
ポ
ル
ト

ガル
語
訳
を
総
合
する
と .
「
出
生」
は 、
「
生
む(乙
と) 、
発
生
さ

せ
る
(乙
と)」
「
生
じ
る
(乙
と) 、
発
生
(
す
る)」
「
誕
生
(
す
る)」
「
血

筋 、
家
柄」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り 、
『日
葡
辞
書』(一
六
O
三・
四
年)

に
も 、

2MCHHq "
を 2〈ヨ白5-N
E
E- -"
と
訓
釈
し 、anZ白口
百四
己 主(誕
生

の
怠)
と
訳
出
し
て
い
る 。

時
期
は
下
る
が 、
ヘ
ボン
の『
和
英
語
林
集
成』
も
各
版
を
通
じ
て =ωZ
5・

印出。凶
℃
い ，X
℃寸
戸
E
除(EB白円四
【山由
E)・ =
と
し 、
明
治
期の
六
種の
国

内3
4

語
辞
典
も
「シ
ユ
ツ
シ
ヤ
ウ」
(
し
ゆっ
し
ゃ
う)
と
し
て
採
録
し 、
「シ
ユ
ツ

セ
イ」
の
形
は
見
ら
れ
な
い 。
すべ
て
「
子
供
が
生
ま
れ
る
(乙
と) 、
生
ま

れ
た
土
地」
の
意
味
の
もの
で
あ
る 。
ま
た 、
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書』
(
文
久

三
年)
は 、

=回H2}μ uu
の
項に 、
「
出
生 ・
子
供 ・
子」
と
記
し
て
い
る 。

以
上
の 、
古
辞
書・
対
訳
辞
書・
国
語
辞
典の
記
述
と 、
先
の
古
典
の
用
例

に
付
さ
れ
た
振
り
仮
名
と
か
ら 、
「
子
供
が
生
ま
れ
る」
の
意
味
の
「
出
生」

は 、
本
来
の
発
音
は
「
シユ
ツ
ショ
l」

で
あ
る
乙
と
が
確
認
さ
れ
る 。

以
後
の
国
語
辞
典
に
お
い
て
は 、
調
査
し
た 、
大
正
期
刊
行
の
も
の
八
種

も 、
昭
和
初
年
か
ら二
十
年
代
前
半
ま
で
の
も
の
十七
種
も 、
読
み
は
すべ
て

「シユ
ツ
シ
ヤ
ウ」
(あ
る
い
は
「シュ
ツ
シ
ョ

ウ」)
と
見
ら
れ
る 。

披
見
し
た
範
囲
で
は 、
国
語
辞
典に
「シユ
ツ

セ
イ」
の
形
が
現
れ
る
の

注
5

は 、
『
明
解
国
語
辞
典改訂版』
(昭
和
二
十
七
年
四
月)
が
最
初
で
あ
る 。

そ
れ
以
後 、
国
語
辞
典
に
お
い
て
は 、
次
第
に
「シユ
ツ

セ
イ」
の
形
も
見

ら
れ
る
よ
うに
な
る
の
で
あ
る
が 、
以
下 、
そ
の
推
移
を
眺
め
て
み
たい 。
次

ぺ
l
ジ
の
表
は .
昭
和二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
の
終
わ
り
ま
で
の
十五

年
間
に
刊
行
さ
れ
た
国
語
辞
典
(
学
習
辞
典
を二 、
三
含
む)
に
お
け
る 、
見

出
し

語
の
扱い
を 、
A
か
らE
ま
で
の
五つ
に
分
類
し 、

終
理
し
て
みた
も
の

で
あ
る 。

つ
ま
り 、
昭
和
三
十
年
代
初め
ま
で
は 、
「シュ
ッ
ショ
ウ」
の
み
を
掲
出

す
る
もの
が
多
く

を
占
め
る
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
以
降
は 、
「シユ
ツ
ショ
ウ」

を
主
体
と
し
て
「シユ
ツ

セ
イ」
を
副
次
的に
扱
う
もの
が
多
く
な
り 、
少
数

で
は
あ
る
が 、
「
シュ
γ
ショ
ウ」
と
「シユ
ツ

セ
イ」
と
を
対
等
に
扱
う
も

の
と 、
「シュ
ッ

セ
イ」
の
み
を
掲
げ
る
もの
と
が
現
れ
る 。

昭
和
三
十
年
代
初
め
以
後
の
乙
の
傾
向
は 、
昭
和
四
十
年
か
ら
現
在
に
至る

ま
で
の
国
語
辞
典
の
扱い
に
お
い
て
もほ
ぼ
同
じ
で
あ
り 、
披
見
し
た
二
十
八

種
の
国
語
辞
典の
見
出
し

語
は
次
の
よ
うに
ま
と
め
ら
れ
る
(A
か
らE
ま
で

の
内
容
は 、

昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
の
辞
典
に
お
け
る
分
類
と
同

じ
で
あ
る)
。

一

分

類
一

A
一

B
一

c
一

D
一

E
一

計
一

一

該
当
辞
書
数
一

2
一

幻
一

2
一

3
一

o
一

部
一
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な
お 、
国
立
国
語
研
究
所
報
告別
『
同
音
語
の
研
究』
(附
和
三
十
六
年
三

月)
所
収
の
「
同
音
語
集」
は 、
「
現
代
の
用
語
と
認
め
ら
れ
る
同
音一語」
を

収
め
る
も
の
で
あ
る
が 、
「シユ
ツ

セ
イ」
の
項
に
「
出
生」
と
「
出
征」
の

二
語
を
併
載
し
て
い
る 。

三 、
戸
籍
実
務
の
面
で
の
読
み

日
本
の
法
令
に
お
け
る
「
出
生」
の
語
の
初
出
は 、
明
治
四
年(一
八
七
こ

太
政
官
布
告
の
「
戸
籍
法」
で
あ
る
(
翌
年 、
全
国
的
な
規
模
で
施
行 。
そ
れ

に
基
づ
く

戸
籍
は .

施
行
の
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で 、
一

般
に
「
壬
申
戸
籍
」

と
称
さ
れ
る) 。
そ
れ
に
は 、
次
の
よ
う
に
見え
る 。



σコ
σコ

E D C B A 
「
シ
ユ
ツ
シ
ョ

ウ」
の
み
の
も
の

「
シ
ユ
ツ、
ン
ヨ

ウ」
を
主
体
と
し 、
「

シ
ユ
ツ

セ
イ」
を
副
次
的
に
扱
う
も
の

「
シ
ュ
yン
ヨ

ウ」
と
「
シ
ユ
ツ

セ
イ」
と
を
ほ
ぼ
対
等
に
扱
う
も
の

「
シ
ユ
ツ

セ
イ」
を
主
体
と
し 、
「

シ
ユ
ツ
シ
ョ

ウ」
を
副
次
的
に
扱
う
も
の

「
シ
ユ
ツ

セ
イ」
の
み
の
も
の

B
・
D
の
「

副
次
的
に
扱
う
も
の」
と
い
う
の
は 、

主
と
し
て
参
照
見
山
し
の
扱
い
の
も

の
で
あ
る 。
ま
た 、
C
は
説
明
に
繁
簡
の
差
は
あ
っ
て
も 、
「

シ
ユ
ツ
シ
ョ

ウ」「
シ
ユ
ツ

セ

イ」
の
両
者
と
も
に
語
釈
の
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
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編
製ハ
爾
後
六
ヶ
年
目
ヲ
以
テ
改ム
ヘ
シ
ト

雌モ
其
門
ノ
出
生
死
去
出
入

等ハ
必
其
時
三戸
長-一
周
ケ
戸
長
之
ヲ
其
庁ニ
屈
ケ
出
テ
其
庁
之
ヲ
受
ケ

人
員/
増
減
等
本
書へ
加
除シ(
中
略)
太
政
官へ
差
出スヘ
シ
峨
鴨
川
片
M

M
H
υ
円

…吹
腕
均一

九
(
明
治
四
年
「
戸
籍
法
」

第
五
則
〈
太
政
官
布
告
第
百

七
十
号
〉)

現
行
の
法
令
で
は 、

私
権
ノ
享
有
ハ
出
生
ニ
始
マ
ル
(
明
治
二
十
九
年
「
民
法
」

第
一

条
八
法

律
第
八
十
九
号
〉)

の
例
が
最
も
古
く 、
そ
れ
を
は
じ
め
と
し
て 、
単
独
の
「
出
生」
の
ほ
か
に 、

「
出
生
す
る」
「
出
生
児」
「
出
生
地」
「
出
生
届」
「
出
生
薬」
「
出
生
証
明
書」

注
6

と
し
て
延べ一
三一
の
用
例
が
存
在
す
る
(
昭
和
五
十
七
年
七
月
現
在) 。

し
か
し 、
旧
法
令 、
現
行
の
法
令
と
も
に .
振
り
仮
名
が
付さ
れ
て
い
な
い

の
で 、
条
文
そ
の
も
の
か
ら
で
は 、
「
出
生」
の
読
み
は
明
ら
か
で
は
な
い 。

と
と
ろ
で 、
「
出
生
届」
を
は
じ
め
と
す
る
戸
籍
に
関
す
る
事
項
を
つ
か
さ

ど
る
国
の
機
関
は 、
法
務
省
民
事
局
第二
課
で
あ
る
が 、
「
出
生」
の
読
み
に

つ
い
て
照
会
し
た
とζ
ろ 、
電
話
で
の
見
解
は 、

「シユ
ツ
ショ
ウ」
と
「シユ
ツ

セ
イ」
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
と

と
は
な
い
が 、
戸
籍
実
務
の
面
で
は 、
一
般に
は
「シユ
ツ
シ
ョ
ウ」
と

呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る 。

と
の
ζ
と
で
あ
り 、
そ
の
後 、
文
書
で
次
の
よ
う
な
回
答
を
送
ら
れ
た
(
間
和

五
十
七
年
九
月) 。

法
令に
は 、
通
常 、
読
み
方
が
付さ
れ
ま
せ
ん
の
で 、
ζ
れ
を
「シユ
ツ

シ
ョ
ウ」
と
読
む
の
か 、
あ
る
い
は
「シュ
ッ

セ
イ」
と
読
む
の
か
は 、

現
在 、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん 。
ま
た 、
戸
籍
実
務
に
お
い
て

も 、
特
に
「
出
生」
の
語
の
読
み
方
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
が 、
そ
の
読
み
方
と
し
て
慣
用
さ
れ
て
い
る
「シユ
ツ
ショ
ウ」

あ
る
い
は
「シユ
ツ

セ
イ」
の
い
ず
れ
の
読
み
方
で
あっ
て
も
差
し
支
え

な
い
と
考
え
ま
す 。

更
に 、
出
生
届の
受
理
な
ど
戸
籍
実
務
に
直
接
携
わっ
て
い
る
人々
の
読
み

を
知
る
た
め
に 、
東
京
都
の
区
役
所 、
市
役
所 、
町
村
役
場の
併せ
て
五
十二

箇
所の
戸
籍
事
務
の
担
当
者
に
電
話
で
照
会
し
た
と乙
ろ 、
担
当
者
の
性・
年

齢
は 、
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が 、
そ
の
回
答
は 、
「一
般に
は 、
シユ
ツ

ショ
ウ・
シユ
ツ

セ
イ
と
も
にき口
う」
「ど
ち
ら
に
も乙
だ
わ
ら
な
い」
と
す

る
も
の
が 、
二 、
三
あ
る
も
の
の、
そ
の
他
は 、
窓
口
を
含め
た
戸
籍
事
務
で

は 、
一
律
に
「
シュ
y

ショ
ウ
と
し
て
い
る」
と
のζ
と
で
あっ
た 。

ま
た 、
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
法
令
関
係・
戸
籍
関
係の
辞
典
で
は 、
「
出

生」
は
すべ
て
「
シュ
ッ
シ
ョ
ウ」
で
立
項さ
れ
て
い
る 。

以
上
を
総
合
し
て
み
る
と 、
法
務
省
民
事
局
第二
課
の
「い
ず
れ
の
読
み
方

で
あっ
て
も
差
し
支え
な
い」
と
い
う
回
答
が
あ
る
も
の
の
(もっ
と
も 、
回

答
文
の
「
そ
の
読
み
方
と
し
て
慣
用
さ
れ
て
い
る」
の
句
は、
直
接
に
は
ど
乙

ま
で
か
か
る
の
か
明
確で
な
い
て
戸
籍
実
務
の
面
で
は 、
実
際
に
は
「シ
ユ

ツ
ショ
ウ」
が
普
通
の
形
で
あ
る
と
考
え
て
い
い
よ
う
で
あ
る 。
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四 、
放
送
に
お
け
る
読
み

音
声
を
主
体
と
す
る
放
送
関
係で
の
「
出
生」
の
読
み
につ
い
て
触
れ
る 。

日
本
放
送
協
会で
は 、
戦
前
か
ら三
固
に
わ
たっ
て
ア
ク
セ
ン
ト

辞
典
を
編

集・
発
行
し
て
い
る
が 、
そ
れ
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
時
期の

グ
発
音の
ゆ
れd

に
対
す
るN
H
K
の
態
度
を
総
合
的
に
見
て
い
く
た
め
に
(
中
略)
便
利
で
あ

る」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
(「N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
年
報」
第
二

十
四
集
八
昭
和
五
十
四
年
七
月
〉

二
六
四
ペ
ー
ジ)
。



そ
の
『日
本
語
発
音ア
ク
セ
ン
ト

辞
典』
は 、
「
出
生」
の
読
み
に
関
し
て 、

昭
和
十
八
年
刊
行
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん 、
昭
和
二
十
六
年
刊 、
昭
和
四
十一
年

刊
行
の
も
の
も 、
一
貫
し
て
「シユ
ツ
ショ
ウ」
を
採
用
し
て
い
る 。

ま
た 、
『N
H
K
用
字
用
語
辞
典』
(
第一
版
八
昭
和
四
十
年
V 、
第
二
版

〈
昭
和
四
十
八
年
〉) 、
『N
H
K
編
新
用
字
用
語
辞
典』
(昭
和
五
十
六
年)
で

も 、
「
しゆ
っ
しよ
う」
の
み
を
掲
げ
て
お
り 、
昭
和
四
十
四
年
刊
行
の
『N

H
K
放
送
用
語ハ
ン
ド

ブッ
ク』
で
は 、

し
ゆっ
しよ
う
(
出
生)

「
l

地」
「
l

率」

と
記
し 、

更に
「
し
ゆ
っ

せ
い」
の
読
み
に
は 、
「
原
則
と
し
て 、
放
送
で
は

使
わ
な
い」
と
い
う
標一不
が
付
さ
れ
て
い
る 。

一
方 、
民
間
放
送
で
は 、
各
局
と
も
放
送
に
お
け
る
用
字
用
語
の
発
音
は 、

日
本
新
聞
協
会
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
新
聞
用
語
懇
談
会
放
送
分
科
会
の
検
討

結
果
に
準
拠
す
る乙
と
と
し
て
い
る 。
閉
会
作
成
の
「
放
送
で
標
準
と
す
る
読

み
方
例」
(『
新
聞
用
詩
集』
所
収
昭
和
五
十
六
年
九
月)
は 、
「
放
送
の
報

道
の
立
場
か
ら

誤っ
て
読
ま
れ
や
す
い
語」
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が 、

「
出
生」
は 、
や
は
り
「シユ
ツ
ショ
ウ」
を
「
標
準
と
す
る
読
み
方」
と
し

て
採
用
し
て
い
る 。

以
上
か
ら 、

放
送
関
係
で
は 、
日
本
放
送
協
会 、
民
間
放
送
い
ず
れ
も
「シ

ユ
ツ
ショ
ウ」
が
標
準
の
発
音と
し
て
固
定
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い 。

五 、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
見
る
実
態

「出生」考

「
出
生」
の
語
は 、
現
在一
般
に
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か 。
そ
の
実
態
と
窓
識
を
知
る
た
め
に
行っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
報

告
し
た
い 。

実
施
し
た
調
査
の
時
期・
内
容
等
は 、
次
の
返
り
で
あ
る 。

・
調
査
時
期-
j
i--

昭
和
五
十七
年
五
月

-
調
査
対
象
者:::
筑
波
大
学・
東
京
学
芸
大
学・
東
京
理
科
大
学
の
学

生 、
筑
波
大
学
附
属
高
校・
東
京
都
立
武
蔵
高
校・
東
京
都
立
武
蔵
野
北

高
校・
千
葉
県
立
長
生
高
校・
日
本
大
学
東
北一角
校の
生
徒
及
び
そ
の
家

族 、
東
京
都
立
白
鴎
高
校・
東
京
都
立
小
金
井
北
高
校・
筑
波
大
学
附
属

中
学
校・
東
京
学
芸
大
学
附
属
小
学
校の
生
徒
の
家
族 、
東
京
都
福
生
市

在
住
の
市
民

-
調
査
内
容

一
ω
次
の
文
の
「
出
生」
を
あ
な
た
は
何
と
読
み
ま
す
か 。
A-
B一

の
う
ち 、
普
通
に
読
む
形
を
O
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い 。

男の
子
が
出
生
し
ま
し
た 。

A
シュ
ッ
ショ
ウ

B
シュ
ッ
セ
イ

一

一
ω
そ
の
よ
う
に
読
む
理
由
は
何
で
す
か 。
次
のA
か
らG
ま
で
の…

う
ち 、
当
て
は
ま
る
もの
を
すべ
て
O
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い 。

A
一
般
的
で
あ
る
か
ら 。

一

B
伝
統
的 、
本
来
の
形
で
あ
る
か
ら 。

C
変
化の
傾
向
に
沿っ
て
い
る
か
ら 。

D
語
感
がよ
い
か
ら 。

一

E
雪 一口
い
や
す
い
か
ら 。

…

F
意
味
の
区
別
に
役
立
つ
か
ら 。

G
そ
の
他

…
ω
「
出出
届」
を
あ
な
た
は
何
と
読
み
ま
す
か 。
A・
B
の
う一
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ち 、
普
通
に
読
む
形
を
O
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い 。

A
シユ
ツ
ショ
ウ
ト
ド
ケ

B
シュ
ッ

セ
イ
ト
ド
ケ

人数

545 

81 

556 

260 
204 

135 

194 

177 

1101 

「出生」の読み
50 

〔図1 ) 

{本

女

40代

60代
50代

20代
30代

男

10{-I;: 

ノ\二乙

年h

齢

50 70f七
以上

50 
仁二コシュッショウts�シュッ七イ 医霊園無答・その他

ωと
ωの
類
似
し
た
調
査
を
行っ
た
の
は 、
動
詞
形
の
場
合
と
複
合
語
の
名

詞
形
の
場
合と
で
結
果
に
異
な
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
が 、
実
際
に
は 、
ωと
ωと
で
回
答
に
顕
著
な
差
異
は
見
ら
れ
な
かっ
た
の

冷2nt
一
で 、
調
査
ωの
結
果
を
記
す乙
と
と
す
る 。
性
別
・

年
齢
別
と
も
百分
率
で
表

し
た
結
果
が
〔
図1〕
で
あ
る 。

持味A
QU

調
査
ωに
よ
る
「
そ
の
よ
う
に
読
む
理
由」
は 、
年
齢
別
に
次
ベ
l
ジ
の

〔
表〕
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る 。
数
字
は 、
す
べ
て
各
世
代
の
調
査
対
象
者
全

体
に
対
す
る
百
分
率
で
あ
る
(
例
え
ば 、
十
代
に
お
い
て
は 、
「
シ
ユ
ツ
シ
ョ

ウ
」

と
発
音
し 、

そ
の
理
由
を
「
一

般
的
で
あ
る
か
ら

」

と
す
る
者
が 、

十
代

の
調
査
対
象
者
全
体
の
三
・

八
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る 。

な
お 、
一

人
で
複
数
の
回
答
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
の
で 、

各
世
代
の
数
字
の

合
計
は
百
パ
ー

セ
ン
ト

を
超
え
る)
。

〔
図1〕
と
〔
表〕
と
か
ら 、
次
のと
と
が
う
か
が
え
る 。

-
調
査
対
象
者
の
全
体で
は 、
「シユ
ツ
ショ
ウ」
と
す
る
者
が
約
四
分
の

一 、
「シユ
ツ

セ
イ」
と
す
る
者
が
四
分の
三
弱
で
あ
る 。

-
性
別
で
は 、
男
性
に 、
「シユ
ツ
ショ
ウ」
と
す
る
者
が
や
や
多
い
が 、

顕
著
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い 。

-
年
齢
別
で
は 、
若
年
層
ほ
ど
「シユ
ツ
セ
イ」
と
す
る
者
が
多
く 、

十
代

(
昭
和
五
十
七
年五
月
現
在 。
以
下
同
じ)
で
は
九
割
を
占
め
る 。
ま
た 、

二
十
代
と
三
十
代
と
を
併せ
た
そ
の
平
均
は 、
約
八
割
で
あ
る 。

・
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に 、
戸
籍
実
務
の
面
で
は 、
通
常「シユ
ツ
ショ
ウ」

の
形
が
用い
ら
れ
て
い
る 。
「
出
生
届」
を
提
出
す
る
者の
大
半
は 、
二 、

三
十
代
で
あ
る
が 、
戸
籍の
窓
口
に
お
い
て 、
届
け
出
る
側
は
「シユ
ツ

セ
イ
届」
と
す
る
者
が
多い
の
に
対
し
て 、
そ
れ
を
受
理
す
る
側
は
「シ

ユ
ツ
ショ
ウ
届」
と
認
め
て
い
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
乙
と
に
な
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「出生」考

1 51 0.41 2.71 2.71 O. 41 0.81 3.8 
0 8  1 2.7 1 1. 5 1 3. 5 1 1. 21 1. 91 5. 4 
2 1  1 2.6い51 1. 0 1 0.5 1 5.1 110 8間代|
2.317. 3 1 2.81 2.3 1 1.1 110.7 118 1い州f
3.7113.3い51 3.7 1 0.7116.3120 0ド州 シ
司烹可2.51 8.61 0 132.1 114 8戸石|

。 1 12.0 1 6.0 1 6.0 1 2.0 1叶 18 0 防
1 9  1 5.41 2.41 3.41 0.81 9.0 111. 41全体

10.41 6.5150.8128.8 1 1. 91 5: 41必8
4 41 5.41 29.9119.1 1 1. 0 1 6.9145.6 
5 7  110.3118.6110.31 1. 0 1 8.8153.6 
2 31 6.21 9.61 6 21 2 3113.6143 5 1 40代
52110.41 6.1 1 1. 51 0.7 114.8 126 7 t 50代 I �
3 71 4.91 9.9 6.21 2.5 111. 1 134 6 1 附 1 ;
2o 1 6.0 1 20.0 1 4.0 1 0 1 16.0 1 36 0 1斑
5 61 7.4124.9114.0 1 1. 51 9.7143.9序正

で
10代
20代

うト

年

理
由

一
般
的
で
あ
る
か
ら

伝
統
的 、
本
来の
形
で
あ
る
か
ら

「そのように読む」理由

変
化
の
傾
向
に
沿っ
て
い
る
か
ら

語
感
が
よ
い
か
ら

=ロ
い
や
すい
か
ら

意
味
の
区
別
に
役
立つ
か
ら

〔表〕
そ
の
他

と
も
に
そ
の
理
由
を

三
般
的
で
あ
る
か

ら」
と
意
識
し
て
い

る
者
が
最
も
多
く
を

占
め
る 。

・「シユ
ツ

セ
イ」
と

す
る
者の
中で 、
十

代・
二
十
代
で
は 、

「
語
感
が
よ
い
か
ら」

と
「
言
い
や
すい
か

ら」
と
い
う
理
由
を

挙
げ
る
者の
合
計
が

か
な
り
多
数
を
占
め

る
(
十
代
の
全
体
の

約
八
割 、

二
十
代
の

全
体
の
約
五
割)

。

-
各
世
代
を
通
じ
て 、

「シユ
ツ

セ
イ」
と
す

る
者
で 、
「
変
化
の
傾
向
に
沿っ
て
い
る
か
ら」
と
い
う
理
由
を
選
ぶ
者

は
最
も
少
な
い 。
乙
の
乙
と
は 、
本
来
の
読
み
は
「シユ
ツ
シ
ョ
ウ」
で

あ
り 、
「シユ
ツ

セ
イ」
は
そ
の
変
化
し
た
語
形
で
あ
る
と
は
ほ
と
ん
ど

意
識
さ
れ
て
い
な
い
ζ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う 。

・「シユ
ツ
ショ
ウ」
と
す
る
者の
中
で
は 、
五
十
代
以
上
で 、
「
伝
統
的 、

本
来
の
形
で
あ
る
か
ら」 、
「
意
味の
区
別
に
役
立つ
か
ら」
と
考
え
て
い

る
者
が
か
な
り
多
く

見
ら
れ
る 。

シ

10代

30代
20代

ヲハV 0

・
本
調
査の
結
果
で
は 、
六
十
代
だ
け
が
例
外
で
あ
る
が 、
年
齢が
高
ま
る

につ
れ
て
お
お
む
ね
「
シユ
ツ
シ
ョ
ウ」
と
す
る
者
が
増
え 、
特
に
四
十

代
と
五
十
代
で
大
幅
に
増
加
す
る 。

-
五
十
代
以
上
で
は 、
「シユ
ツ
ショ
ウ」
と
す
る
者
が
半
数
に
近
い 。

・「シユ
ツ

セ
イ」
の
十
代 、
「シユ
ツ
ショ
ウ」
の
六
十
代
以
上
を
除
け

ば 、
「シユ
ツ
シ
ョ
ウ」
と
す
る
者
も 、
「シユ
ツ

セ
イ」
と
す
る
者
も 、
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「
山
生」
の
読
み
に
直
接
か
か
わ
る 、
以
上
の
調
査
と
は
別
に 、
「シユ
ツ

セ

イ」
か
ら

想
起
さ
れ
る
語に
関
し
て
次
の
よ
う
な
調
査
を
併
せ
て
行っ
た 。

「シユ
ツ

セ
イ」
と
い
う
語
か
ら 、
あ
な
た
が
直
ち
に
思
い
浮
かべ

る
言
葉
(あ
る
い
は
事
柄)
を一
つ
記
し
て
く
だ
さ
い 。

調
査
の
実
施
時
期
と
調
査
対
象
に
選
ん
だ
学
校・
大
学
等
は 、
「
出
生」
の

読
み
の
調
査
と
同
じ
で
あ
る
が 、
先
の
調
査
と
は
異
な
る
被
験
者
に
行っ
た 。

同一
の
対
象
者で
あ
る
と 、
他
の
調
査
に
互
い
に
引
か
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る 。回

答
は 、
多
岐
に
わ
たっ
た
が 、
大
き
く 、
「
出
生」
「
出
征」
「
出
世」
の

三
語
と
「
そ
の
他」
に
分
類
で
き
る
と
考
え
ら
れ 、
次の
よ
う
に
整
理
し
た 。

「
出
生」
に
集
約
↑|
出
生
届 、
出
生
率 、
誕
生 、
出
産 、
安
産 、(
子
供
が)

生
ま
れ
る 、
産
声 、
生
命 、
命 、
赤
ちゃ
ん 、
赤
ん
坊 、
赤
子 、
幼
児 、

子
供 、
人
生
の
始
ま
り 、
新
生 、
生
い
立
ち 、
秘
密 、
神
秘 、
と
う
の
と

り 、
人
口
増
加 、
成
長 、
母
体 、
つ
わ
り 、
戸
籍 、
認
知

「
出
征」
に
集
約
↑|
出
征
兵
士 、
学
徒
出
陣 、
召
集
(
令
状) 、
徴
兵 、
赤

紙 、
戦
争 、
敗
戦 、
戦
場 、
軍
隊 、
兵
隊 、
兵
士 、
軍
人 、
軍
服 、
特
攻

隊、
千
人
針 、
見
送
り 、
疎
開

「
出
世」
に
集
約
↑|
出
世
魚 、
立
身 、
社
長 、
会
社 、
就
職 、
エ
リ
ー
ト 、

身
分 、
差
別 、
レ
ー

ル 、
豊
臣
秀
吉 、
家
柄 、
人
間
性

「そ
の
他」
に
集
約
+|
出
精 、
人
間 、
郷
里 、
古
里 、
運
命 、
未
来 、
希

望 、
感
激 、
喜
び 、
光 、
祝
福 、
道 、
貧
困

(
二
つ
の
分
類
に
わ
た
る
回
答
も
「
そ
の
他」
に
合
め
た。)

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
回
答
結
果
は 、
〔
図2〕
の
よ
う
で
あ
る 。

数
字
は 、
性
別・
年
齢
別
と
も
に
百
分
率で
あ
る 。

先
の
調
査
と
併
せ
て 、
次
の
よ
う
なζ
と
が
指
摘で
き
る 。

・「シユ
ツ

セ
イ」
か
ら

想
起
さ
れ
る
語
は 、
大
別
す
る
と 、
「
出
生」
「
出

征」
「
出
世」
の
三
語
(
特
に
前二
者 。
な
お 、
「
出
世」
の
発
音
は
現
在

「シュ
ツ

セ」
が
普
通
で
あ
ろ
う)
に
し
ぼ
ら
れ
る 。

-
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て 、
若
年
層
で
は
「
出
生」
を
想
起
す
る
者
が
多

く 、
年
齢
が
上
が
る
につ
れ
て
「
出
征」
を
想
起
す
る
者
が
増
加
す
る 。

「シュッセイ」から想起される言葉
人数

146 
126 

985 
492 

192 

493 

238 

156 

71 
56 

〔図2)

本・
，aqt
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38 
匡翠霊翠無答・その{也慶喜雪山生E二コ出世1>，;"""，，，，:1出f正



-「
出
征」
を
想
起
す
る
者
の
割
合
は 、
十
代
か
ら
三
十
代
に
お
い
て
は
約

二
割で
あ
る
が 、
四
十
代
と
五
十
代
と
で
大
幅
に
増
加
す
る 。

-
各
世
代
と
も 、
「
出
生」
を
「
シユ
ツ
ショ
ウ」
と
読
む
者
の
割
合
と 、

「シユ
ツ
セ
イ」
か
ら
「
出
征」
を
想
起
す
る
者
の
割
合
と
は 、
ほ
ぽ
比

例
す
る
(「
出
生」
を
「
シ
ユ
ツ
セ
イ
」

と
す
る
者
の
多
い
世
代
ほ

ど 、

概
し
て
「
出
征
」

と
の
結
び
付
き
が
弱
い)

。

-
先
の
調
査
で 、
「シユ
ツ
ショ
ウ」
と
す
る
者
に 、
そ
の
理
由
と
し
て
意

味
の
区
別
に
役
立つ
か
ら」
を
選
ぶ
者
が
五
十
代
以
上
に
か
な
り
見
ら
れ

る
が 、
乙
れ
は 、
「
出
征」
と
の
区
別
を
意
識
し
て
の
乙
と
か
と
思
わ
れ

る 。

六 、
読
み
の
移
行
に
関
す
る
考
察

「出生」 考

一
般
の
生
活
に
お
い
て 、
本
来
の
「
シユ
ツ
ショ
ウ」
の
形
が
後
退
し 、「シ

ユ
ツ
シ
ョ
ウ」・「シユ
ツ
セ
イ」
の
併
存
か
ら
更に
は
「シユ
ツ

セ
イ」
の
形

が
優
勢
に
な
りつ
つ
あ
ると
と
に
関
し
て 、
次
の
と
と
が
指
摘で
き
る 。

1
「生」
は
『
広
韻』
に
「
所
庚
切」
「
所
敬
切」 、
『
集
韻』
に「
所
景
切」

と
あ
る 。
呉
音シ
ヤ
ウ 、
漢
音セ
イ
と
さ
れ
る
(
な
お 、
「出」
は 、
一
音
に

「
ス
イ
」

を
持
つ
が 、
「
出
生」

の
場
合 、
「
ス
イ
セ
イ
」
「
ス
イ
ジ
ヤ
ウ
」

と
読

ま
れ
た
例
は
見
出
さ
れ
な
い)

。

と
乙
ろ
で 、
過
去
と
現
代
と
で
語
形
を
異
に
す
る
漢
語
の
う
ち 、
漢
字
音の

相
違
に
か
か
わ
る
も
の
は 、
呉
音
か
ら
漢
音へ
の
交
替
が
多
く
を
占
め
る
と

注
9

言
わ
れ
る 。
「
出
生」
の
読
み
の
場
合
も 、
呉
音
か
ら
漢
音
(
あ
る
い
は
呉
音

と
漢
音
の
併
存)
へ
移
行
す
る
と
い
う一
般
的
な
傾
向
に
沿
う
現
象の一
つ
と

い
え
る 。

2
現
代
の
日
本
語
に
お
い
て 、
「
生」
を
合
む
漢
語
は 、
異
な
り
語
数
に

お
い
て
も
延べ
語
数
に
お
い
て
も 、
「セ
イ」
と
読
ま
れ
る
も
の
が
圧
倒
的
に

多
数
を
占め
る 。

読
み
の
使
用
量
を
知
る一
つ
の
目
安と
し
て、
日
本
放
送
協
会一編
『日
本
語

発
音ア
ク
セ
ン
ト

辞
典』(昭
和
四
十一
年)
に
は 、
該
当
す
る
字
音
語
が三
O

三
語
見
ら
れ
る
が 、
そ
の
う
ち 、
「ショ
ウ」
と
発
音
さ
れ
る
語
は一
八・
五

パ
ー

セ
ン
ト 、

「セ
イ」
と
発
音
さ
れ
る
語
は
八一
・

五パ
ー

セ
ン
ト

で
あ
る 。

ま
た 、
国
立
国
語
研
究
所
報
告白
『
現
代
新
聞の
漢
字』(昭
和
五
十一
年)
に

見
ら
れ
る
「
生」
を
含
む
漢
詩
の
延べ
使
用
量
の
比
率
は 、
「ショ
ウ」
と
発

音
さ
れ
る
も
の
が
六・
八パ
ー

セ
ン
ト

で
あ
る

域
対
し
て 、
「セ
イ」
と
発

音
さ
れ
る
も
の
が
九三・
二パ
ー

セ
ン
ト

を
占め
る 。

3
「
出
生」
の
語
は 、
現
代の
書
き
言
葉
に
お
い
て
は 、

程
ま
れ
(る)」

「
誕
生
(
す
る
と
の
語
に
比べ 、
使
用
量
が
少
な
い
の
で
あ
る
が 、
や
や
硬
い

感
じ
の
伴
う
語
で
あ
る
だ
け
に 、
話
し

言
葉
に
お
け
る
そ
の
使
用
量
は 、
よ
り

少
な
い
と
想
像さ
れ
る 。
ま
た 、
「
生」
は 、
「ショ
ウ」
と「セ
イ」
の
字
音の

異
な
り
が
意
味の
違
い
につ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く 、
し
か
も
「
出
生」
の
語

は 、
読
み
に
特
別
注
意
を
払
うべ
き
語
と
し
て
意
識
さ
れ
ると
と
も
な
い
た
め

に 、
漢
音セ
イ
に一
層
引
か
れ
吸
収
さ
れ
や
すい
条
件
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

4
「シユ
ツ

セ
イ」
の
形
が
優
勢
に
なっ
たと
と
の一
つ
と
し
て 、
以
上

の
ほ
か
に 、
「
出
征」
の
語
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る 。

「
出一
征」
「
出
征
家
族」
「
出
征
軍
人」
と
いっ
た
語
が
現
実の
も
の
と
し
て

常
用
さ
れ
て
い
た
時
代
に
は 、
「
出
生」
は
お
の
ず
か
ら
「
出
征」
と
の
同点自

に
よ
る
取
り
違
え
を
避
け
る
必
要
が
あっ
た 。
つ
ま
り 、
「
出
征」
の
語
が 、

「
出
生」
が
「シユ
ツ

セ
イ」
と
な
る
歯
止
め
的
な
役
割
を
担っ
て
い
た 。
「
出

征」
の
語
が 、
現
実
の
生
活
で
身
近
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
ず 、
先の
調
査

で
見
た
よ
う
に 、
「シユ
ツ

セ
イ」
が
第一
義
に
は
「
出
征」
に
結
び
つ
か
な

39 



い
者
が
多
数
を
占
め
る
世
代
の
増
加
に
よっ
て 、
「
出
生」
は一
層
「シ
ユ
ツ

セ
イ」
と
読
ま
れ
や
す
い
も
の
と
なっ
た 。

5
法
律
あ
る
い
は
戸
籍
実
務
の
世
界
で 、
伝
統
的
な
「
シユ
ツ
ショ
ウ」

の
形
が
保
た
れ
て
い
る
の
は 、
学
術
あ
る
い
は
専
門
分
野
の
用
語
と
し
て
絶
え

ず
音
声
を
伴っ
て
伝
わ
り
用い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う 。

6
「
出
生」
の
読
み
の
調
査
に
お
い
て 、
「シユ
ツ

セ
イ」
と
回
答
し
「
語

感
が
よ
い
か
ら」・「
言
い
や
す
い
か
ら」
と
い
う
理
由
を
選
ん
だ
者
が 、
全
体

で
三
分
の
一

を
超
え
る
(
そ
れ
に
対
し
て 、
「
シ
ユ
ツ
シ
ョ

ウ」
と
す
る
者
で

同
一

の
浬
由
を
挙
げ
る
者
は
六
パ
ー

セ
ン
ト

弱
で
あ
る)

。

乙
れ
は
感
覚
的
な
事
柄
に
属
す
る乙
と
で
あ
る
が 、
特
に
若
い
世
代
に
お
い

て
極
め
て
多
数
の
者
に
そ
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
る
と
と
も 、
「シユ
ツ

セ

イ」
へ
の
移
行
を
考
え
る
際に
注
目
さ
れ
る
乙
と
で
あ
る 。

ま

め
と

以
上
述べ
た乙
と
を
中
心
に 、
「
出
生」
の
語
につ
い
て
箇
条
的
に
整
理
す

る
と 、
次
の
よ
う
で
あ
る 。

-
「
出
生」
の
語
は 、
中
国
の
古
典
に
見
ら
れ
る
が 、
そ
れ
は 、
現
在
日

本
で一
般に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
出
生」
と
は
異
な
り 、
次
の
よ
う
な
意
味
あ

い
で
あ
る 。

-

生
に
始
ま
る
(「
老
子
」

五
十
掌
内
の
用
例
に
対
す
る
「
斡

非

子
」

の

解
釈)

-
生
命
を
投
げ
出
す
(「
呂
覧」
の
用
法)

・(
草
木
を)
産
出
す
る
(「釈
名」
の
用
法)

な
お 、
乙
れ
ら
につ
い
て
音
読
さ
れ
た
古
い
資
料
を
持
た
な
い
が 、
漢
籍
中

の
語
と
し
て
「
シユ
ツ

セ
イ」
(「セ
イ」
は
漢
音)
と
読
ま
れ
た
と
考
え
る
ζ

と
が
妥
当
で
あ
ろ
う 。

2
漢
訳
仏
典
で
は 、
「
出
生」
は 、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
意
味
で
用い

ら
れ
て
い
る 。

-
諸
物・
諸
現
象
が
生
じ
る 、
現
出
す
る

・
諸
現
象
を
生
み
出
す 、
現
出
さ
せ
る

・
人
が
生
ま
れ
出
る
(ζ
と) 、
誕
生
(
す
る)

・
生
ま
れ
た
境遇 、
家
柄

中
国
の
格
義
仏
教
で
は 、
訳
語
を
多
く
「
老
荘」
中の
語に
求
め
た
が 、
乙

の
「
出
生」
の
語
も 、
『
老
子』
五
十
章
内
の
「
出
生」
を
利
用
し
た
可
能
性

が
強
い
と
息
わ
れ
る 。
な
お 、
仏
教の
世
界
で
は 、
「
出
生」
は 、
古
来
「シ

ユ
ツ
ショ
ウ」
と
よ
み
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る 。

3
日
本
で
は 、
(恐
ら
く

鎌
倉
時
代以
降)
「
出
生」
の
語
を
漢
訳
仏
典
と

ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
用い
た
が 、
や
が
て 、
人
間の
場
合に
限
定
さ
れ
て 、
「
生

ま
れ
た
境
遇」
と
と
も
に
「
生
ま
れ
る
乙
と 、
誕
生」
が
「
出
生」
の
中
心
的

な
意
味
と
なっ
た 。

4
「
子
供
が
生
ま
れ
る」
と
い
う
意
味
の
「
出
生」
の
読
み
は 、
伝
統
的

に
は
「シユ
ツ
シ
ョ

ウ」
(「シ
ヤ
ウ」
は
呉
音)
で
あ
る 。
そ
れ
は 、
乙
の
語

が
漢
籍
を
経
由
し
た
も
の
で
は
な
く 、
本
来
仏
典
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ると

と
と
関
連
が
あ
ろ
う
(
仏
教
語
が
す
べ
て
呉
音
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
が 、

「
シ
ョ

ウ
」

と
読
ま
れ
る
漢
語 、

例
え
ば

、

生
者
必
滅 、

生
老
病
死 、

生
誠 、

往
生、

八
来
生
な
ど
の
窓
の
〉
後
生 、

今
生 、

衆
生 、

殺
生 、

他
生 、

多
生

、

放
生 、

未
生
な
ど
は

、

仏
教
に
由
来
す
る)

。

5
「
出
生」
の
読
み
につ
い
て
は 、
放
送
の
世
界
で
は 、
一
貫
し
て
「シ

ユ
ツ
ショ
ウ」
を
標
準
形
と
し
て
い
る 。

戸
籍
実
務
の
函に
お
い
て
も 、
通
常
「シユ
ツ
ショ
ウ」
の
形
が
用い

40 
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ら
れ
て
い
る 。

7
し
か
し 、
現
在 、
日
常
の
生
活
に
お
い
て
は
「シユ
ツ

セ
イ」
の
形
が

優
勢
で
あ
り 、
若
年
層
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
い 。

8
国
語
辞
典
に
「シユ
ツ

セ
イ」
の
形
が
現
れ
る
の
は 、
昭
和二
十
年
代

中
頃で
あ
る 。
昭
和
三
十
年
代
の
初め
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
国
語
辞
典
で
は 、

お
お
む
ね
「シユ
ツ
ショ
ウ」
を
主
見
出
し 、
「シユ
ツ

セ
イ」
を
参
照
見
出

し
の
扱
い
で
両
形
を
載せ
る 。
辞
典
に
新
た
な
語
形
を
採
録
す
る
の
は 、
そ
の

形
が
社
会一
般
で
相
当
に
定
着
し
た
以
後
で
あ
る
か
ら 、
実
際に
二
形
併
存の

現
象
が
現
れ
た
時
期
は 、
当
然
昭
和
二
十
年
代
中
頃
を
さ
か
の
ぼ
る
は
ず
で
あ

る 。

「出生」考

本
来
の
「シュ
ッ
ショ
ウ」
か
ら 、
「シュ
ッ
ショ
ウ」・「シ
ュ
ッ

セ

イ」
の
併
存 、
更
に
「シユ
ツ

セ
イ」
の
優
勢へ
と
移
行
しつ
つ
あ
ると
と
に

関
し
て 、
次
のと
と
が
指
摘で
き
る 。

ア
過
去
と
現
在
と
で
字
音
を
異
に
す
る
漢
語
は 、
呉
音
か
ら
漢
音へ
の

交
替
で
あ
る
場
合
が
多
い 。
「
出
生」
の
読
み
の
移
行
も 、
そ
の一
般
的

な
傾
向
に
沿
う
も
の
で
あ
るζ
と 。

イ
特
に
「
生」
を
含
む
漢
語
は 、
現
在
の
生
活
に
お
い
て
渓耳目の
「セ

イ」
と
発
音
さ
れ
る
も
の
が 、
異
な
り
語
数
で
も
延べ
語
数
で
も
は
る
か

に
多
く
を
占
め 、
し
か
も
「
出
生」
は
話
し

言
葉
で
用
い
ら
れ
るこ
と
が

少
な
い
語
で
あ
る
だ
け
に 、
一
一周
「セ
イ」
に
引
か
れ
や
す
い
と
考
え
ら

れ
る
乙
と 。

ウ
現
在
の
日
常
生
活で
は 、
「
出
征」
の
語
の
使
用
が
稀
と
な
り 、
「
出

生」
を
「シユ
ツ

セ
イ」
と
発
音
し
て
も 、
「
出
征」
と
の
向車自
に
よ
る

混
乱
の
心
配
が
薄
らい
だ
乙
と 。

エ
特
に
若
い
世
代
で 、
「シユ
ツ
ショ
ウ」
よ
り
「シユ
ツ

セ
イ」
の

9 

方
が
「
語
感
が
よ
い」
「
言
い
や
す
い」
と
意
識
し
て
い
る
者
が
極
め
て

多
数
を
占
め
ると
と 。

叩
中
国
で
も 、
現
在 、
「
出
生
年」
「
出
生
証」
「
出
生
率」
「
出
生
登
記」

「
出
生
地
主
義」
な
ど
の
語
と
と
も
に 、
書
面
用
語
の
性
格
が
強
い
が 、
「
子
供

が
生
ま
れ
る」
の
意
味
で 、
単
独
の
「
出
生」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
こ

れ
は 、
日
本
で
の
用
法
が 、
現
代
に
なっ
て
中
国に
入っ
た
可
能
性が
強
い 。

注
ー

と
の
と
と
に
関
し
て
は

、

鈴
木
修
次
博
士
か
ら 、

直
接
御
教
示
を
い
た

だ
い
た

。

注
2

用
例
1
は
福
島
邦
道
先
生
か
ら
、

用
例
6
は
松
井
栄
一

先
生
か
ら
直
接

お
教
え
い
た .
た
い
た
も
の
で
あ
る

。

注
3

次
の
十
六
語
で
あ
る

。

肘
L
E
D

開
ι
o

肘
H
DH
E臼

何-
c
o

。
。
口
市円
曲円一
o

o
mH
巾円
曲門
O
H

の
叩
口
四円
。

。
∞
ロ
叩m
z

Z
虫
色
2

2
2
白]戸門戸
己
目

Z
白門戸
〈
X
S

O
ユ
ロ印

刷》門
口
同
市
ロ
巾
吋
曲
江
口

用UH
O
問
叩
口
市
町
O

HUH
O
同一
間
口
口

ω
叩『
O

注
4

次
の
六
種
で
あ
る

。

大
槻
文
彦
『
言
海
』 、

物
集
高
見
『
日
本
大
辞
林
』 、

大
和
田
建
樹
『
日
本
大
辞
典
』 、

藤
井
乙
男
・

草
野
清
民
『
帝
国
大
辞
典
』 、

+併
合
直
文
『
日
本
大
辞
典
と
と
ば
の
泉
』 、

金
沢
庄
三
郎
『
辞
林
』 。

な
お 、

近
藤
真
琴
『
と
と
ば
の
そ
の
円

高
橋
五
郎
『
和
漢
雅

俗
い

ろ

は
辞
典
』 、

山
田
美
妙
『
日
本
大
辞
舎
』

は
、

「
出

生
」

の

諮

を

収
め

な

、
。

注
5

「
し
ゆ
っ

し
ょ
お
」

を
主
見
出
し
と
し
、

「
し
ゆ
っ

せ
い
」

を
参
照
見
出

し
と
す
る

。

な
お

、
『
新
明
解
国
語
辞
典
』

は
初
版
(
昭
和
四
十
七

年
一

月)

以
後 、
「
し
ゆ
っ

せ
い
」

を
主
見
出
し
と
し 、
「
し
ゆ
っ

し
よ
う」
の

項
に

、

八
「
し
ゆ
っ

せ
い
」

の
老
人
語

。
〉
と
記
し
て
い
る

。

注
6

行
政
管
理
庁
電
子
計
算
室
(
法
令
枚
査
シ
ス
テ
ム
)

の
教
示
に
よ
る

。
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注
7

調
査
の
回
答
者
一
一

O
一

名
中 、

ω
で
は
A

、

ω
で
は
B
を
選
ん
だ
者

が
全
体
で
十
四
名 、

ω
で
は
B
、

ω
で
は
A
を
選
ん
だ
者
が
全
体
で
二
十

名
で
あ
っ
た

。

な
お 、
〔
図
1

〕

に
お
け
る
「
そ
の
他
」

は 、

主
と
し
て
A
・
B
の
両

方
を
O
で
囲
ん
だ
者
で
あ
る 。

注
8

調
査
仰
の
選
択
肢
は 、

国
立
国
語
研
究
所
年
報
7
『
語
形
確
定
の
た
め

の
基
礎
調
査
』
(
昭
和
三
十
二
年)

の
そ
れ
を
多
考
に
し
て
設
定
し
た

。

注
9

と
の
と
と
を
指
摘
す
る
論
考
の
一
つ
に 、

飛
田
良
文
「
明
治
大
正
期
に

お
け
る
漢
音
呉
音
の
交
替」
(
『
近
代
語
研
究
』

第
二
集

昭
和
四
十
三
年

一

月)

が
あ
る 。

そ
の
論
文
中
花 、
『
和
英
語
林
集
成
』
(
初
版)

と
現
代

と
で
「
生
」

を
含
む
漢
語
で
読
み
が
「
シ
ヤ
ウ
」

か
ら
「
セ
イ
」

に
交
替

し
た
も
の
と
し
て
「
生
霊
」
「
生
得」
「
胎
生
」
「
卵
生
」

の
四
垣間
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る 。

な
お 、
『号一 一回
海
』

を
は
じ
め
と
す
る
明
治
期
の
国
語
辞
書
で
「
シ
ヤ
ウ
」

と
読
ま
れ
て
い
る
「
生
死
」
「
生
前」
「
生
来
」

の
語
の
「
生
」

も
や
は
り
、

現
在
一

般
に
は 、
「
シ
ョ
ウ
」
・

「
セ
イ
」

の
並
立
か 、
「
セ
イ
」

に
統
一
さ

れ
た
形
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る 。

注
叩

菅
野
謙
「
漢
音
・

呉
音
・

依
用
音
の
発
音
の
ゆ
れ
(
2)
」
(
「
文
研
月

報
」

昭
和
五
十
周
年
十
一

月

三
十
九
ペ
ー
ジ)

に
よ
る 。

注
口

例
え
ば 、
『
現
代
新
聞
の
漢
字
』

に
お
け
る
使
用
量
は 、

生
ま
れ
る
こ

四
O
回)

、

生
ま
れ
(
九
九
回)

、

誕
生
(
七
O
回)

、

出
産
(一
二

回)

に
対
し
て

、

出
生
は 、

九
回
で
あ
る 。

そ
の
内
訳
は 、
「
出
生
」
(
名
詞

形)

八
回 、
「
出
生
数
」
一

因 。

〔
付
記〕

「
出
生
」

の
読
み
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
に

、

文
化
庁
発
行
『
言
葉
に
関
す

る
問
答
集
7

』
(
昭
和
五
十
六
年
三
月)

が
あ
る
(
二
十
七
ペ
ー
ジ)
。

筆
者
は

そ
の
舎
の
作
成
に
携
わ
っ
た
一

人
で
あ
る
が 、

そ
の
際
触
れ
え
な
か
っ
た
「
出

生
」

の
認
の
出
自
と
読
み
の
実
態
を 、

多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
し
た
い
と
考

え
た
乙
と
が 、

本
町制
執
筆
の
動
機
で
あ
る 。

執
筆
の
過
程
で 、

本
文
あ
る
い
は
注
記
中
に
記
し
た
方
以
外
に 、

現
代
に
お

け
る
用
法
・

使
用
量
な
ど
に
つ
い
て 、

文制
賀
秀
夫 、

土
屋
信
一

、

野
村
雅
昭 、

鑓
岡
昭
夫
の
諸
先
生
か
ら
も
御
教
示
を
賜
っ
た 。

な
お 、
「
出
生
」

の
諮
が
仏

典
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
と
は 、

鈴
木
修
次
先
生
か
ら
お
教
え
い
た
だ

い
た
と
と
で
あ
り 、

仏
典
中
で
の
窓
味
・

用
法
に
つ
い
て
は 、

上
村
勝
彦 、

勝

崎
裕
彦 、

図
上
太
秀
の
諸
先
生
の
御
教
示
に
負
う
と
乙
ろ
が
大
き
い

。
福
島
邦

道
先
生
に
は 、

キ
リ
シ
タ
ン
文
献
に
関
し
て
も
稜
々
の
お
教
え
を
賜
っ
た 。

ま
た 、

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
お
い
て

、

多
く
の
方
々
に
御
協
力
を
い
た
だ
い

た
。

と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る 。

42 

||
筑
波
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭
||

(
昭
和
五
十
九
年
七
月
二
十
日

改
稿
受
理)


